
平
成
二
十
八
年
二
月
十
九
日
提
出

質

問

第

一

三

八

号

演
習
場
周
辺
住
宅
防
音
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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演
習
場
周
辺
住
宅
防
音
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
県
名
護
市
は
、
広
大
な
在
沖
米
軍
施
設
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
故
、
名
護
市
当
局
は
、
当
該
米
軍
施
設
か
ら
派
生
す
る

様
々
な
住
環
境
等
に
対
す
る
被
害
を
極
力
除
去
ま
た
は
低
減
、
防
止
す
る
べ
く
真
摯
な
態
度
で
基
地
行
政
に
取
り
組
ん
で
い

る
。か

か
る
名
護
市
当
局
が
、
自
衛
隊
及
び
米
軍
が
使
用
す
る
演
習
場
周
辺
地
域
を
対
象
と
す
る
演
習
場
周
辺
（
砲
撃
音
）
住
宅

防
音
工
事
に
係
る
費
用
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
沖
縄
が
他
府
県
と
比
べ
て
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
実
態
を
暴
い

た
。
そ
の
内
容
た
る
や
驚
愕
の
一
言
に
尽
き
る
。

政
府
は
、
常
々
「
沖
縄
県
民
の
基
地
負
担
軽
減
」
を
言
い
募
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
逆
行
す
る
基
地
犠
牲
の
強
要
を
演
習
場
周

辺
住
民
に
対
し
て
平
然
と
お
こ
な
っ
て
い
る
。
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
即
刻
是
正
す
べ
き
だ
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
六
月
二
十
七
日
法
律
第
百
一
号
）

（
以
下
、
「
環
境
整
備
法
」
と
い
う
）
及
び
「
演
習
場
周
辺
住
宅
防
音
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
（
防
衛
省
訓
令
第
百
九

号
）
（
以
下
、
「
交
付
要
綱
」
と
い
う
）
等
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
以
外
に
所
在
す
る
十
の
演
習
場
周
辺
住
民
ら
に
対
し
、
演

一



習
場
周
辺
（
砲
撃
音
）
住
宅
防
音
工
事
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
よ
う
だ
。

①

右
十
の
演
習
場
が
「
交
付
要
綱
」
第
一
条
に
記
載
さ
れ
た
日
付
及
び
根
拠
に
つ
い
て
、
演
習
場
毎
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

②

「
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
演
習
場
周
辺
（
砲
撃
音
）
住
宅
防
音
工
事
が
実
施
さ
れ
た
戸
数
及
び
交
付
さ

れ
た
補
助
金
の
総
額
に
つ
い
て
、
右
十
の
演
習
場
毎
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
か
か
る
費
用
補
助
事
業
の
適
正
性
に
対
す

る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

い
か
な
る
基
準
や
条
件
を
満
た
せ
ば
、
「
交
付
要
綱
」
第
一
条
に
演
習
場
名
が
記
載
さ
れ
る
の
か
。
使
用
さ
れ
る
装
備

（
火
銃
器
等
）
の
種
類
か
、
あ
る
い
は
砲
撃
音
騒
音
の
「
う
る
さ
さ
」
を
表
す
単
位
Ｌ
ｃ
ｄ
ｅ
ｎ
（
Ｃ
特
性
時
間
帯
補
正
等

価
音
圧
レ
ベ
ル
）
が
一
定
の
値
を
超
越
し
た
場
合
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
両
方
か
。
「
交
付
要
綱
」
第
一
条
に
演
習
場
名
を
記

載
す
る
に
あ
た
っ
て
、
防
衛
省
が
用
い
て
い
る
基
準
や
条
件
（
以
下
、
「
基
準
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

三

「
環
境
整
備
法
」
第
二
条
及
び
「
交
付
要
綱
」
第
一
条
で
い
う
「
自
衛
隊
等
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
在
日
米
軍
も
含
ま
れ

る
。
然
ら
ば
、
在
日
米
軍
専
用
施
設
周
辺
地
域
で
あ
っ
て
も
「
基
準
」
を
満
た
せ
ば
、
演
習
場
周
辺
（
砲
撃
音
）
住
宅
防
音

二



工
事
の
対
象
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

名
護
市
長
の
照
会
に
対
し
、
沖
縄
防
衛
局
長
が
平
成
二
十
八
年
二
月
十
日
付
で
回
答
し
た
文
書
「
米
軍
等
の
演
習
に
よ
り

生
ず
る
音
響
に
起
因
す
る
障
害
の
防
止
・
軽
減
策
に
つ
い
て
」
は
、
「
平
成
八
年
十
二
月
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
に
基
づ

き
、
当
時
沖
縄
県
道
一
〇
四
号
線
越
え
で
実
施
し
て
い
た
一
五
五
ミ
リ
榴
弾
砲
に
よ
る
実
弾
射
撃
訓
練
に
つ
い
て
は
、
平
成

九
年
度
か
ら
、
本
土
の
矢
臼
別
演
習
場
、
王
城
寺
原
演
習
場
、
北
富
士
演
習
場
、
東
富
士
演
習
場
及
び
日
出
生
台
演
習
場
の

五
演
習
場
に
移
転
し
て
実
施
し
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
演
習
場
を
含
め
、

（
「
交
付
要
綱
」
第
一
条
に
記
載
の
な
い
）
日
本
国
内
の
演
習
場
に
つ
い
て
は
、
移
転
先
の
五
演
習
場
と
比
べ
使
用
し
て
い

る
装
備
や
訓
練
の
状
況
等
か
ら
、
同
等
の
騒
音
状
況
が
生
じ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
騒
音
度
調
査
を
行

わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
」
と
答
え
て
い
る
。

①

右
「
騒
音
度
調
査
」
と
は
、
い
か
な
る
調
査
の
こ
と
か
。
測
定
方
法
や
用
い
る
単
位
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た

い
。

②

右
「
使
用
し
て
い
る
装
備
や
訓
練
の
状
況
等
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。
「
使
用
し
て
い
る
装
備
」
「
訓
練

の
状
況
」
の
別
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三



③

か
か
る
「
使
用
し
て
い
る
装
備
」
や
「
訓
練
の
状
況
」
は
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
演
習
場
を
含
む
沖
縄
県
内
の
演
習

場
が
「
交
付
要
綱
」
第
一
条
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
「
基
準
」
の
一
つ
と
な
る
の
か
、
併
せ
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

沖
縄
防
衛
局
は
、
名
護
市
長
の
求
め
に
応
じ
て
右
「
騒
音
度
調
査
」
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


